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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年12月28日(2017.12.28)

【公表番号】特表2017-504273(P2017-504273A)
【公表日】平成29年2月2日(2017.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-005
【出願番号】特願2016-548037(P2016-548037)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  24/10     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  28/06     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   24/10     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３１　
   Ｈ０４Ｗ   28/06     １３０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月16日(2017.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信の方法であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基準遅延の前記第１の遅延値は４つのサブフレームに対応する、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
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　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つを測定すること
の前記決定は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのロケーションにさらに基
づく、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて送られた前記Ａ－ＣＳＩ報告は
、前記チャネルまたは前記干渉のうちの前記少なくとも１つと、前記第２のチャネルまた
は前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つとに基づくチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基準遅延は、４つのサブフレームに対応し、前記第２の基準サブフレームは、前記
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報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレ
ームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンクサブフレームである
とき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフ
レームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび前記第２の干渉は、
前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームのタイプに基づいて測定され、
前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応す
る、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび
前記第２の干渉は、前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームのタイプに
基づいて測定され、前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサ
ブフレームに対応する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレ
ームのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ
報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－Ｃ
ＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの
間の第２の遅延値である、
　　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準
サブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシ
ブルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルま
たは干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干
渉のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
　を行うように構成された、装置。
【請求項１９】
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
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ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項２４に記載の装置
。
【請求項２６】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
　を行うようにさらに構成された、請求項１８に記載の装置。
【請求項２９】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定するための手段と、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－Ｃ
ＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ
－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレーム
との間の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定するための手段と、前記基準サブフレームの前記タイプはフレ
キシブルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定するための手段と、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るための手段と
　を備える、装置。
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【請求項３０】
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
　を行うためにプロセッサによって実行されるコードを備える、コンピュータ実行可能コ
ードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体。
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